
 

１ 調査の名称 

放課後子ども教室推進事業及び放課後児童クラブ推進事業に関する取組状況調査 

 

２ 調査の目的 

本調査は、放課後子ども教室推進事業及び放課後児童クラブ推進事業のこれまでの成果や課題 

を把握し、今後の取組に活かすための基礎資料を得ることを目的とする。 

 

３ 調査対象の範囲 

（１）地域的範囲 

   高知県全域 

（２）属性的範囲（□個人 □世帯 ■事業所 □企業・法人・団体 ■地方公共団体 □その他） 

  ア 市町村（学校組合）イ 放課後子ども教室及び放課後児童クラブ 

 

４ 報告を求める個人又は法人その他の団体 

（１）報告者数 

ア 35 

イ 144放課後子ども教室及び187放課後児童クラブ 

（２）報告者の選定方法（■全数 □無作為抽出 □有意抽出） 

ア 県内の放課後子ども教室及び放課後児童クラブを所管する市町村（学校組合） 

イ 県内の放課後子ども教室及び放課後児童クラブ 

 

５ 報告を求める事項及びその基準となる期日又は期間 

（１）報告を求める事項（詳細は別添の調査票を参照） 

【市町村用】 

  ①資質向上研修のテーマ 

  ②発達障害等がある児童の支援方法 

  ③インターネット環境の整備予定 

  ④放課後児童支援員等の処遇 

  ⑤放課後児童支援員認定資格研修の受講推薦予定人数   

【活動場所用（放課後子ども教室）】 

  ①安全性の向上を図る取組（防災・防犯マニュアル作成、避難訓練・安全点検等の取組など） 

  ②子どもたちに対する支援活動の取組 

  ③学校等との連携方法や内容 

  ④インターネットの整備状況や実態 

  ⑤発達障害等がある児童数 

  ⑥学び場人材バンク（出前講座）の活用状況 

【活動場所用（放課後児童クラブ）】 

  ①安全性の向上を図る取組（防災・防犯マニュアル作成、避難訓練・安全点検等の取組など） 

  ②子どもたちに対する支援活動の取組 

  ③学校等との連携方法や内容 

  ④インターネットの整備状況や実態 

  ⑤保護者等から寄せられた希望 

生涯学習課 



  ⑥学び場人材バンク（出前講座）の活用状況 

（２）基準となる期日又は期間 

調査実施年度の１年間 

 

６ 報告を求めるために用いる方法 

（１）調査系統  

   【市町村用】高知県－報告者 

   【活動場所用（放課後子ども教室）及び活動場所用（放課後児童クラブ）】 

         高知県－市町村－報告者 

 

（２）調査方法 

□郵送調査  ■オンライン調査  □調査員調査  □その他（     ） 

〔調査方法の概要〕 

 【市町村用】 

    県から電子メールにより報告者に調査票を配布する。報告者は調査票を電子メールにより 

県に提出する。 

   【活動場所用（放課後子ども教室）及び活動場所用（放課後児童クラブ）】 

    県から市町村を通じて電子メールにより報告者に調査票を配布する。報告者は市町村を通じて電

子メールにより県に調査票を提出する。 

 

７ 報告を求める期間 

（１）調査の周期 

□１回限り □毎月 □四半期 ■１年 □２年 □３年 □５年 □不定期 □その他（   ） 

   （１年を超える場合又は不定期の場合の直近の実施年：      年） 

 

（２）調査の実施期間又は調査票の提出期限 

配   布：６月中旬から下旬 

提出 期限：７月中旬から下旬 


